
 

 

 継 続  

港湾施設長寿命化対策事業費 
 

 

１ 事業概要 

港湾の根幹を形成する防波堤や岸壁などは、竣工後30～40年経過した施設が最も多くな

っている。必要な機能を維持しつつ、将来の改良・更新コストを抑制するため、計画的な

点検・診断と適切な対策工事による長寿命化を図り、ライフサイクルコストを縮減する。 

 

 

２ 事業内容 

・岸壁、護岸等の施設について、長寿命化対策に係る詳細設計や工事の実施 

  ・岸壁、護岸等の施設について、損傷、劣化、変状等がないか定期点検の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   【被覆防食】 

鋼材表面を各種材料（強化プラスチックやチタン）で多い、腐食環境から遮断する。 

      【電気防食】 

鋼材より錆びやすい材料（犠牲陽極）を鋼材表面に取り付けることで、鋼材を錆びにくくする。 

担当部署 県土整備部空港港湾課 

港湾担当 ０２３－６３０－２６２５ 

電気防食 

【具体的な対策事例（岸壁の場合）】 

鋼 

矢 

板 

主要な港湾施設の建設後５０年以上経過する施設の割合 

建設後 50年以上経過する施設 

 

建設後 50年未満の施設 

被覆防食 

 

 

電気防食 設置状況 

防食材（保護カバー） 設置状況 
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 継 続  

酒田港港湾事業調査費 
 

１ 事業概要 

山形県は洋上風力発電の導入推進に取り組んでいる。 

洋上風力発電の建設や運営・管理には「基地港湾」が必要であり、県では、酒田港が国土交

通大臣から基地港湾に指定されることを目指している。 

基地港湾に指定されるには、港湾計画※ に港湾施設の規模や配置等を定める必要があり、こ

の変更に向けて所要の調査・検討を行う。 
 
※ 港湾計画とは、港湾管理者である県が今後の施設整備計画などを定めるもの（港湾法第３条の３） 

 

２ 事業内容 

〇 港湾計画変更に必要な調査・検討 

  （環境への影響調査、航行安全調査 等） 

 

 

 

 

 

担当部署 県土整備部空港港湾課 

港湾担当 ０２３－６３０－２６２５ 

洋上風力発電設備の基地港湾のイメージ 

基地港湾のイメージ 

洋上風力発電設備の建設イメージ 

写真出典： 

2050年ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ実現のための 

基地港湾のあり方に関する検討会 

（国土交通省 港湾局） 
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やまがたの誇れる景観魅力発信事業費 
 

１ 事業概要 

山形ならではの美しい景観を体感できる「『やまがた景観物語』おすすめビューポイ

ント」を通じて誇れる景観の魅力を広く発信することで、「将来にわたって景観を整備

保全する県民意識の醸成」と、景観を切り口とした「地域の個性や多様な交流の促進に

よる地域活性化」を図る。 

 

２ 事業内容 

（１）誇れる景観を学ぶ場の提供 

① 景観出前授業【新規】 

市町村と連携し、小中学生を対象とした景観の 

出前授業を開催。 

② 景観探検まちあるき【新規】 

地域住民が地域の魅力ある景観を再認識するため 

   のまちあるきを開催。 
③ 広告景観コンテスト【新規】 

景観づくりに貢献する屋外広告物の普及を目指し、山形県屋外広告美術協同組合、

東北芸術工科大学、山形市、県が広告景観コンテストを共催。 

 

（２）誇れる景観の環境整備 

④ ビューポイント追加指定・周辺環境整備【拡充】 

一般公募により、これまで掘り起こせていないビューポイント 40箇所を追加指定

して合計 100箇所とし、標識設置等の周辺環境整備を行って来訪者を呼び込む。 

 

（３）誇れる景観の情報発信 

⑤ 景観魅力発信コンテンツ作成【新規・拡充】 

動画等の Web コンテンツを作成して活用すると

ともに、ホームページの改修等により更なる情報

発信を図る。 

⑥ Instagramフォトコン・写真展【継続】 

SNS を利用したフォトコンテストを継続

するとともに、集めた写真を希望施設等で

掲示する写真展示会を開催。 

 

 

 

拡充 

県土利用政策課 景観・地域づくり担当 

TEL ０２３－６３０－２５７８ 

TV放送+YouTube 

まちあるきイメージ 
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継 続 

 

交通安全道路事業費 

― 通学路の合同点検等を踏まえた安全対策の推進 ― 
 

■ 事業概要 

通学時の児童を交通事故から守るため、学校や教育委員会、警察及び道路管理者

が連携して通学路の点検を行い、道路管理者が所管する歩道設置や交差点改良等の

ハード対策を実施する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険な箇所には緊急的な対策を講じていきます 

通学児童数が多く、危険性の高い箇所において

は、歩道の新設や改善を着実に進めていきます。 

恒久的な対策として歩道整備も推進していきます 

道路整備課 道路整備・安全対策担当 

℡ 023-630-2592 

上山市南小学校学区における緊急
安全点検の実施状況（R3.7.6） 

 路側帯の拡幅や、舗装のカラー化による車と歩行者の空間を

視覚的に分離するなど、緊急的な対策を講じていきます。 

（一）長岡中山線 天童市 高擶小学校 （主）長井白鷹線 白鷹町 荒砥小学校 

【警察】

・県警察本部
・地元警察署

【道路管理者】

・直轄道路管理者
・県道路管理者
・市町村道路管理者

連携 連携

合同点検
の調整

合同点検
の調整

【学校・教育委員会】

・県教育委員会
・市町村教育委員会
・学校
・PTA

危険箇所の抽出

対策必要箇所の抽出

合同点検の実施
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